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宮崎市公立保育所取組方針 

 

１　公立保育所の役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(１)　特別な配慮が必要な児童への支援 

発達障がい等のある児童に加え、医療的ケア児、外国籍、要保護世帯等の児童の受

入れに積極的に取り組む。また、保育サービスの提供のみならず、親子の状況に応じ

て、育児の不安や悩み相談に対し、地域や関係機関と連携を図りながら支援を行う。 

(２)　空き定員を活用した子育て支援 

保育所等に通っていない親子の孤立を防ぐため、既存の一時保育や乳児等通園支

援事業（こども誰でも通園制度）の仕組みを活用し、積極的に受け入れる。その中で、

困難に直面している世帯等がある場合は行政機関としてのネットワークを活用し、

適切な支援を行う。 

(３)　市全体の保育の質向上への寄与（ロールモデル） 

公開保育や研修の受け入れを実施。国から示される要領や指針などに基づいた保

育を特に率先して実践するとともに、実践から得た知見等を研修会などを通じて、就

学前教育施設全体に還元していく。 

 

２　保育理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

子ども一人ひとりを大切にし、保護者からも信頼され、地域に愛される保育所を目指す。 

 

３　保育方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

子ども一人ひとりに寄り添い個性を大切にする。 

 

４　保育目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

うれしい・楽しい・おもしろいを感じよう！ 

 

５　取組方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(１)　小戸保育所 

 園の特色 ・医療的ケアが必要な児童の受け入れ、看護師の配置 

・保健室・エレベーター・思いやり駐車場の設置 

・休日一時保育の実施 

・大淀川の堤防や小戸神社が近くにあり、散歩や季節の草花摘み

など自然に親しむ機会が多い 

・市の中心部に位置しており、利便性が良い

 園の方向性 多様なニーズに応える保育環境を提供するため、医療的ケア児へ

の対応や休日一時保育を実施し、子育て家庭の負担軽減を図る。
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(２)　青島保育所 

 地域の保育水準向上を牽引する中核施設として、自然体験や地域

交流を通して豊かな人間性を育む保育を目指す。

 具体的な取組 ①医療的ケアが必要な児童の受け入れ体制強化 

　・医療的ケア児の家族の育児相談、悩み相談対応 

　・医ケア児の関係機関（すぴか）との連携や情報共有 

　・看護師から保育士への医療的ケアに関する指導・研修を実施 

　・近くの医療機関と緊密な連携体制を構築（緊急時の搬送手順

の確認、情報共有等） 

　・個別ケア計画の作成 

　・発達支援センター等の関係機関との定期的な意見交換会 

②子育て家庭の負担軽減 

　・休日一時保育の実施 

　・保育士や看護師による子育て相談を実施、地域の子育て支援

情報を提供 

③地域の保育水準向上を牽引 

　・保育士等の研修実施 

　・公開保育や研修受入を実施 

　・ドキュメンテーションでの保育の発信と記録 

④自然体験や地域交流を通して豊かな人間性を育む保育 

　・自然体験活動、地域交流の推進

 園の特色 ・地区交流センターと併設 

・青島神社やボタニックガーデンが近く、海や自然に親しめる 

・地域に私立の教育・保育施設が少ない

 園の方向性 配慮の必要な児童等に対応した保育の受け皿を確保し、地域のセ

ーフティーネットとしての役割を担う。近隣の自然環境を活用し

た保育で、豊かな感性や創造性を育む。

 具体的な取組 ①配慮の必要な児童の受け入れに積極的に取り組む 

・小戸保育所の看護師による定期的な巡回の実施 

・発達支援センターや支援学校等との連携 

②地区交流センターとの併設を活かした取り組み 

・「青島子育て交流ひろば」利用者との交流 

　・地区交流センターを利用する地域住民との交流 

　　例：ハロウィン行進・わくわくランチ 

③近隣の自然環境を活用した保育プログラムの展開 

　・自然散策、園外保育、季節行事 
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(３)　跡江保育所 

 

 ④地域のセーフティーネット 

　・子育て世帯の相談窓口

 園の特色 ・保育所部門と地域支援部門がある 

・自園調理師給食の提供、敷地内の畑での栽培や収穫 

・トランポリン、クライミング、巧技台等の運動用具が充実 

・大型絵本等教材が多い 

・自然が多く散歩等で春夏秋冬・四季を感じられる

 園の方向性 【跡江保育所全体】 

地域と連携し、子育て家庭を支える地域拠点を目指す。 

【保育所部門】 

　自園調理給食や収穫体験、五感を刺激する遊び、充実した教材、 

　自然体験を通して豊かな感性を育み、発達を支援する。 

【地域支援部門】 

　地域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和 

し、子どものすこやかな育ちを促進する。

 具体的な取組 【保育所部門】 

①発達に不安がある児童等の受入れに積極的に取り組む 

　　・発達に不安がある児童等の受入れ 

　　・発達に不安がある児童等の育児相談、悩み相談対応 

　②食育の推進 

　　・調理師によるクッキング保育の実施 

　　・園だよりで食育活動の様子やレシピ等の発信 

　③すこやかな「心と体」の育成 

　　・運動用具を活用したサーキット遊び等の実施 

　　・大型絵本を使った読み聞かせや、劇遊び等の実施 

【地域支援部門】 

　④地域の子育て支援機能の充実を図る 

・子育て支援センター事業と親子通園を実施 

　・園児とセンター利用児の交流プログラムの実施 

例：絵本の読み聞かせ会、歌やリズム遊び、運動遊びなど 

　・子育てに関する講座やワークショップの開催 

例：音楽ふれあい遊び、発達段階に合わせた遊び方、子ども 

の才能を伸ばす関わり方、絵本の選び方など 

　・月１回おおぞら相談員による「心と身体の子育て相談」実施
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(４)　福島保育所 

 

 

６　自己評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　保育実践の振り返りや職員相互の話し合い等を通じて、保育の内容に関する認識を深め

るために３ヶ月ごとに自己評価を行う。 

実践・評価・改善のサイクルで取組方針を実践していく。 

 

７　取組の見直しにあたって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）見直しの期間 

福島保育所について、築４６年が経過し、建物や設備の不具合が増え老朽化が進行して

いることや近年の保育需要の推移等を踏まえ、令和８年度末を目途に廃止する方向性の

ため、本取組方針は令和７年度から令和８年度までの２年間とする。 

令和９年度以降について、実施状況や社会情勢の変化等を総合的に勘案し、取組期間も

含めて見直しを図っていくこととする。 

 

（２）本取組方針の見直し 

　　「宮崎市子ども・子育て会議」の意見を聴取し、本取組方針の見直しを行う。

 園の特色 ・自然が多く散歩等で四季を感じられる 

・自園調理師給食の提供、敷地内の畑での栽培や収穫

 園の方向性 自然体験を通し、五感を育み豊かな感性を伸ばす保育を推進し、

柔軟で持続可能な保育を提供する。

 具体的な取組 ①自然体験を通し、五感を育み豊かな感性を伸ばす保育の推進 

　・園外保育の実施 

　・自然素材を使った制作活動の実施 

②食育の推進 

　・調理師によるクッキング保育の実施 

　・園だよりで食育活動の様子やレシピ等の発信 

③地域との交流 

　・芋ほり、福祉まつり参加、佐土原文化祭への作品出品等


